
  
Ｉ
Ｔ
導
入
で
中
小
企
業
の
効
率
経
営
を

後
押
し
す
る
「
Ｉ
Ｔ
経
営
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

の
入
門
編
を
一
月
十
八
日
に
出
羽
商
工
会

本
所
に
て
、
操
作
編
を
同
二
十
七
日
に
マ

リ
カ
研
修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

㈱
鶴
岡
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
顧
問
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
須
田
和
夫
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
二
日
間
、
十
四
名
の
参
加
者

が
計
七
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し

た
。 入

門
編
で
は
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
経
営
の

効
率
化
、
伸
び
て
い
る
会
社
の
共
通
項
、

支
援
機
関
と
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
携
帯
電
話
の
新
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

た
販
促
事
例
や
、
世
界
に
発
信
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
実
は
近
く
の
人
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
事
例
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

操
作
編
で
は
地
元
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
な
が
ら
良
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
り
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
全
国

の
商
工
会
員
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「

100

万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
操
作
と
具
体

的
な
活
用
方
法
な
ど
を
実
習
し
ま
し
た
。

ま
た
す
で
に
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
る
方
に
も
、
訪
問
者
を
増
や
す
手

段
と
し
て
シ
ン
プ
ル
に
素
早
く
情
報
発
信

で
き
る

100
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
続
け
る
こ
と
が

有
効
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
今
後
は

100
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
会
員
企
業
の
効
率
経
営
を
め
ざ

し
て
研
究
会
を
組
織
し
、
要
望
に
合
わ
せ

た
個
別
支
援
を
実
施
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
率
経
営
を
推
進
す
る
予

定
で
す
。

100
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
未
登

録
の
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
出
羽
商
工
会

温
海
支
所
（
☎
０
２
３
５-

４
３-

２
４
１

１
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
、
あ
な
た
も
一
歩

踏
み
出
し
て
Ｉ
Ｔ
経
営
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
！ 

 

           

    

◆
農
林
水
産
大
臣
賞
・ 

山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞 

受 

賞 

 

地
域
の
環
境
を
活
か
し
た
優
れ
た
経
営

実
績
、
創
意
工
夫
に
富
む
技
術
開
発
又
は

魅
力
あ
る
く
ら
し
を
実
践
し
て
い
る
先
駆

的
な
農
業
者
を
表
彰
す
る
「
農
林
水
産
大

臣
賞
・
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
」
に
羽

黒
の
鈴
木
農
園 

鈴
木
繁
治
氏
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
農
園
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
を
開
始
し
、
現
在
で
は

日
本
屈
指
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
経
営
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
に
は
観
光
農
園

を
開
園
し
、
地
域
の
農
業
振
興
や
観
光
振

興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
「
生
産
」「
加
工
」「
販
売
」「
交

流
・
体
験
」
に
よ
る
新
た
な
農
業
経
営
へ

の
挑
戦
を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

   


